
新 宿 区 男 女 共 同 参 画 情 報 誌  

男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。
仕事も暮らしも楽しむ。
そんなあなたを応援する情報誌です。
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岡山

香川

徳島高知
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広島

山口福岡

大分

宮崎

佐賀長崎

沖縄

熊本

鹿児島

鳥取島根

和歌山

埼玉

東京

神奈川静岡愛知

山梨

新潟石川 富山

千葉

山形

1946年、女性初の総選挙で誕生した３９人の女性代議士

７０
年

女
性
の

政
治
参
画

性
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
て
か
ら
今
年
で
７０
年
。
こ
の
節
目
の
年
に
行
わ
れ

た
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
過
去
最
多
の
２８
人
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
衆
議
院
議
員
に
占
め
る
女
性
割
合
９
・
３
％
（
４４
名
）
を
見
て
も
、

日
本
の
女
性
の
政
治
へ
の
参
画
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
て
、
依
然
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。

女
性
の
政
治
参
画
は
、
多
様
な
民
意
の
反
映
の
た
め
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
誰
も
が
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
て
、
女
性
の
参
政
権
７０
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら

課
題
を
探
り
ま
し
た
。

女

女性首長の割合

知事 3名
47都道府県

政令指定都市市長 2名
20政令指定都市

市区町村長 21名
1,721市区町村

内閣府「女性の政治参画マップ2016」ほか より作成

特集

女性議員の割合
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婦
選
運
動
　
行
動
す
る
女
性
た
ち

戦
後
、
参
政
権
を
獲
得
し
た
女
性
は
、
１
９

４
６
年
４
月
１０
日
の
衆
議
院
選
挙
で
、
初
め
て

一
票
を
投
じ
ま
し
た
。
誕
生
し
た
女
性
議
員
は

３９
人
、
衆
議
院
議
員
に
占
め
る
割
合
は
８
・
４

％
で
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
世
界
平
均
３
％
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
を
切
り
開
い
て
き
た

の
が
、
婦
人
参
政
権
運
動
に
力
を
注
い
で
き
た

市
川
房
枝
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
た
ち
で
し
た
。

日
本
で
初
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
の
は
、
大
日

本
帝
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
１
８
９
０
（
明
治

２３
）
年
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の
と
き
で
す
。
た

だ
し
、
選
挙
権
が
あ
っ
た
の
は
２５
歳
以
上
の
男

性
で
、
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
額
納
税
者
に
限
ら

れ
て
お
り
、
女
性
は
選
挙
権
や
被
選
挙
権
は
も

ち
ろ
ん
、
い
っ
さ
い
の
政
治
活
動
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
が
て
、
男
性
か
ら
は
制
限
の
な
い
普
通
選

挙
権
を
求
め
た
「
普
選
運
動
」
が
起
こ
り
ま
す
。

一
方
、
平
塚
ら
い
て
う
、
市
川
房
枝
、
奥
む
め

お
ら
は
、
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
、
新
婦
人

協
会
を
設
立
し
て
、
女
性
の
政
治
活
動
を
禁
止

す
る
治
安
警
察
法
の
改
正
を
求
め
て
働
き
か
け
、

政
治
的
な
集
会
に
参
加
す
る
権
利
を
獲
得
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
市
川
房
枝
、
久
布
白
落
実
ら

は
８０
名
の
参
加
を
得
て
１
９
２
４
年
、
婦
人
参

政
権
獲
得
既
成
同
盟
会
（
婦
選
獲
得
同
盟
と
改

称
）
を
結
成
。「
婦
選
運
動
」（
婦
人
参
政
権
運

動
）」
の
大
き
な
推
進
力
と
な
り
ま
す
。

同
盟
は
男
性
の
「
普
通
選
挙
法
案
」
に
対
し

て
、
女
性
が
入
っ
て
い
な
い
選
挙
法
は
差
別
選

挙
で
あ
る
と
し
て
「
婦
選
法
案
」
を
提
出
。
し

か
し
、
１
９
２
５
年
に
公
布
さ
れ
た
の
は
男
子

の
み
の
普
通
選
挙
法
で
し
た
。

１
９
２
７
年
、
婦
選
獲
得
同
盟
は
５
万
人
の

署
名
を
集
め
て
請
願
、“
婦
選
な
く
し
て
普
選

な
し
”
を
合
言
葉
に
運
動
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

１
９
３
１
年
に
は
女
性
に
も
市
町
村
公
民
権
を

与
え
る
法
案
が
は
じ
め
て
衆
議
院
を
通
過
し
ま

す
が
、
貴
族
院
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
戦
争
の
混
乱
の
中
で
活
動
は
い
っ

た
ん
立
ち
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
市

川
房
枝
ら
は
い
ち
早
く
立
ち
上
が
り
、
１
９
４

５
年
、
新
日
本
婦
人
同
盟
を
結
成
。
政
府
に
女

性
の
参
政
権
、
公
民
権
、
政
党
へ
の
加
入
を
認

め
る
結
社
権
を
要
望
。
同
年
、
衆
議
院
議
員
選

挙
法
改
正
に
よ
り
、
男
性
同
等
の
参
政
権
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
参
政
権
獲
得
が
１
９
４

７
年
施
行
の
日
本
国
憲
法
よ
り
も
早
か
っ
た
の

は
、
戦
前
の
女
性
た
ち
の
運
動
に
よ
る
成
果
と

言
え
ま
す
。

婦人参政権の実現を呼び掛け
る1925（大正14）年のちらし

参
政
権
獲
得
ま
で
の
一
連
の
流
れ
か
ら
は
、
一
つ
の
大
き
な
特
徴

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
「
生
活
に
密
着
し
た
運
動
で

あ
る
」
こ
と
。

“
民
権
ば
あ
さ
ん
”
の
異
名
を
持
つ
楠
瀬
喜
多
は
夫
に
先
立
た
れ
、

女
戸
主
と
な
っ
た
が
ゆ
え
に
、
女
性
に
選
挙
権
が
な
い
理
不
尽
さ
を

知
っ
た
。
矢
島
楫
子
は
酒
乱
の
夫
に
苦
し
め
ら
れ
た
経
験
か
ら
参
政

権
獲
得
の
み
な
ら
ず
廃
娼
運
動
に
も
貢
献
。
画
家
と
事
実
婚
を
し
、

２
児
を
育
て
な
が
ら
『
青
鞜
』
を
発
刊
し
続
け
た
平
塚
ら
い
て
う
。

徹
夜
で
原
稿
を
書
き
あ
げ
た
そ
の
日
に
母
乳
が
止
ま
っ
た
悲
し
み
を

後
に
語
っ
て
い
る
。
幼
少
期
、
父
親
の
乱
暴
に
耐
え
る
母
を
泣
き
な

が
ら
か
ば
っ
た
市
川
房
枝
や
、
子
育
て
を
す
る
母
の
立
場
で
感
じ
た

不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
行
動
し
た
奥
む
め
お
も
し
か
り
で
す
。

彼
女
た
ち
の
運
動
は
常
に
生
活
と
表
裏
一
体
で
し
た
。
政
治
と
社

会
へ
の
挑
戦
へ
と
突
き
動
か
す
激
し
い
衝
動
は
、
生
活
を
良
く
し
よ

う
と
の
思
い
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
は
、
男
尊
女
卑

が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
、
必
死
に
生
き
抜
く
女
性
た
ち
の
生
き
様

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

暮らしの中から
� 声があがった

ポスター・ちらしの配布準備をする
普選達成婦人委員会のメンバー

婦選獲得同盟で活躍していたこ
ろの市川房枝

雑誌『青鞜』（明治44年刊）

女
性
参
政
権
を
獲
得
す
る
ま
で
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８９
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
女
性
候
補
（
当
時

「
マ
ド
ン
ナ
」
と
呼
ば
れ
た
）
を
大
量
に
擁
立

す
る
な
ど
女
性
層
を
意
識
し
た
選
挙
戦
術
で
、

２２
人
の
女
性
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
女
性
議
員
の
数
は
、
衆
議
院
・
参
議
院
と
も

に
、
一
進
一
退
し
な
が
ら
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

過
去
最
多
の
２８
人
の
女
性
議
員
が
当
選
。
参
議

院
に
お
い
て
は
１２
人
増
え
５０
人
と
な
り
、
女
性

議
員
割
合
は
２0
・
7
％
で
、
よ
う
や
く
２
割
を

超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
知
事
選
挙
で
は
、

初
の
女
性
知
事
が
誕
生
す
る
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク

も
あ
り
ま
し
た
。

い
ま
な
お
世
界
に
遅
れ
を
と
る 

女
性
の
政
治
参
画

女
性
議
員
や
首
長
に
対
す
る
注
目
が
高
ま
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
政
治
に
お
け
る

女
性
の
参
画
は
、
諸
外
国
に
比
べ
る
と
明
ら
か

に
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
下
院
に
お
け
る
世
界
の
女
性
議
員
割

合
は
約
２２
％
で
す
。
日
本
の
９
・
３
％
（
衆
議

院
）
は
、
お
よ
そ
２０
年
前
、
北
京
・
世
界
女
性

政
治
参
画

70
年
の
歩
み選

挙
制
度
で
変
わ
る
女
性
議
員
数

女
性
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
１
９
４

６
年
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
７９
人
の
女
性
が
立

候
補
し
３９
人
の
女
性
議
員
が
当
選
し
、
華
々
し

い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
当
時
は
人
口
に
応
じ
て
複
数
候

補
に
投
票
で
き
る
「
大
選
挙
区
・
制
限
連
記

制
」
だ
っ
た
た
め
、
２
～
３
人
目
に
女
性
を
選

ぶ
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
衆
議
院
議
員
に
占
め
る
女
性
議
員

割
合
は
８
・
４
％
で
、
こ
れ
は
当
時
の
世
界
平

均
の
３
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
翌
４７
年
に
は
、
１
人
し
か
投
票
で
き

な
い
中
選
挙
区
制
に
変
わ
り
、
そ
の
年
の
第
１

回
参
議
院
選
挙
で
は
女
性
８５
人
の
立
候
補
に
対

し
当
選
者
が
１５
人
に
激
減
。
女
性
議
員
割
合
は

４
・
０
％
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
数
字
も
世
界

平
均
の
倍
近
く
あ
り
ま
し
た
。

女
性
候
補
を
大
量
に
擁
立
し
て
上
昇

１
９
７
０
年
代
か
ら
８０
年
代
半
ば
に
か
け
て
、

女
性
議
員
数
は
停
滞
を
続
け
ま
す
。
８６
年
、
憲

政
史
上
初
の
女
性
党
首
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
、

婦人参政最初の総選挙で投票を
呼び掛ける内務省ポスター

女
性
の
政
治
参
画
は
ど
う
進
ん
で
き
た
の
か
。
何
を
成
し
遂
げ
て
き
た
の
か
。
参
政

権
を
得
て
か
ら
７０
年
の
歩
み
を
衆
院
選
・
参
院
選
の
当
選
者
に
占
め
る
女
性
議
員
の
割

合
の
推
移
と
と
も
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

19461950196019701980199020002010

23.1

9.5

17.5

8.4

衆院選
参院選

4.0

23.1

9.5

17.5

8.4

衆院選
参院選

4.02014年
12月
衆院選

2016年
7月
参院選

1989年
参院選で
マドンナ
旋風

1947年
4月
第１回
参院選

1946年
4月

戦後初の
衆院選

初
の
女
性
大
臣（
中
山
マ
サ
）

１９６０

国
際
婦
人
年

１９75

売
春
防
止
法
成
立

１９５６

中
選
挙
区
制
に

１９47
◆ 

女
性
を
め
ぐ
る
社
会
の
動
き

◆ 

当
選
者
中
の
女
性
議
員
割
合
の
推
移
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会
議
が
開
か
れ
た
１
９
９
５
年
の
世
界
平
均
１１

％
に
も
及
び
ま
せ
ん
。

よ
り
生
活
に
密
着
し
た
都
道
府
県
議
会
の
女

性
議
員
割
合
は
８
・
９
％
、
市
町
村
議
会
は
１２

・
０
％
で
す
。
２
０
１
５
年
１２
月
現
在
で
、
全

て
の
都
道
府
県
議
会
に
女
性
議
員
が
い
る
一
方
、

３
割
以
上
の
町
村
議
会
で
は
い
ま
だ
に
女
性
議

員
が
ゼ
ロ
で
、
１
人
し
か
い
な
い
議
会
も
ま
だ

ま
だ
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
女
性
議
員
が
必
要
か

言
う
ま
で
も
な
く
人
口
の
半
分
は
女
性
で
あ

り
、
民
意
を
反
映
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
女
性
の
力
が
欠

か
せ
な
い
か
ら
で
す
。

年
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
女
性
議
員
が

増
え
た
時
期
に
は
、
女
性
の
地
位
向
上
や
人
権

が
守
ら
れ
る
法
律
が
で
き
て
い
ま
す
。
と
く
に

女
性
議
員
が
大
き
く
増
え
た
８９
年
以
降
、
女
性

が
置
か
れ
た
立
場
を
代
弁
し
、
政
策
決
定
に
力

を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
は
じ
め
、
ス

ト
ー
カ
ー
規
制
法
、Ｄ
Ｖ
防
止
法
、改
正
男
女
雇

用
機
会
均
等
法（
セ
ク
ハ
ラ
防
止
、マ
タ
ハ
ラ
防

止
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
た
）が
で
き
ま
し
た
。さ

か
の
ぼ
れ
ば
、５６
年
の
売
春
防
止
法
、７９
年
の
国

連
の
女
子
差
別
撤
廃
条
約
採
択
も
し
か
り
で
す
。

政
策
・
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る
女
性
の
視

点
の
重
要
性
は
、
災
害
時
に
女
性
の
視
点
を
活

か
し
た
避
難
所
運
営
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
格
差
が
広
が
る

な
か
、
生
活
者
の
視
点
を
持
つ
女
性
議
員
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。
保
育
園
の

不
足
、
介
護
離
職
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大
、
子

ど
も
の
貧
困
な
ど
、
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
向
き
合
っ
て
き
た
女
性
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
政
策
決
定
が
期
待
で
き
ま
す
。

終戦から ８ヵ月後の ４月１０日、日本で初め
て女性が参政権を行使しました。戦後初めて
の衆議院議員総選挙でもあったこの日、約
１３８０万人の女性が投票。翌日の新聞記事に、
投票所に列をなす女性たちの姿が大きく取り
上げられました。この選挙は女性が初めて投
票権を行使しただけではなく、３９名の女性議
員が誕生するという歴史的な出来事となりま
した。その後、女性議員たちは、女性ならで
はの視点から戦後の復興に尽力することとな
ります。戦前から女性参政権獲得運動のリー
ダーとして活躍した市川房枝は、好んで色紙
に『権利の上に眠るな』という言葉を残して
います。いま当たり前に享受している権利が、
当たり前ではなかった時代があったことを忘
れてはなりません。

１９４６年４月１０日

選 挙 風 景

19461950196019701980199020002010

23.1

9.5

17.5

8.4

衆院選
参院選

4.0

23.1

9.5

17.5

8.4

衆院選
参院選

4.02014年
12月
衆院選

2016年
7月
参院選

1989年
参院選で
マドンナ
旋風

1947年
4月
第１回
参院選

1946年
4月

戦後初の
衆院選

国
連
・
女
子
差
別
撤
廃

条
約
採
択

１９７９

初
の
女
性
党
首（
土
井
た
か
子
）

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

１９８６

初
の
女
性
衆
議
院
議
長

（
土
井
た
か
子
）

１９93

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

１９94

育
児
介
護
休
業
法

１９９２

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

１９９９

初
の
女
性
知
事（
太
田
房
江
）

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法

２０００

女
性
活
躍
推
進
法

参
院
選
で
女
性
当
選
者

過
去
最
多
の
２８
人

２０１６

女
性
閣
僚
、初
の
５
人
入
閣

Ｄ
Ｖ
防
止
法

２００１

２３
区
初
の
女
性
区
長（
中
山
弘
子
）

２００２

初
の
女
性
参
議
院
議
長

（
扇
千
景
）

２００４
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な
ぜ
参
画
は
進
ま
な
い
の
か

一
つ
に
は
、
女
性
候
補
者
が
少
な
い
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
諸
外
国
は
女
性
候
補
者
の
擁
立

を
積
極
的
に
進
め
た
結
果
、
女
性
議
員
が
飛
躍

的
に
増
え
ま
し
た
。
国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
、

指
導
的
地
位
の
女
性
割
合
を
３０
％
に
す
る
取
組

み
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
政
治
の
場
で
は
ほ
と

ん
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
７
月
の
参
議
員
選
挙
で

は
、
選
挙
区
・
比
例
区
の
公
認
女
性
候
補
は
２

割
に
満
た
な
い
数
で
し
た
。

さ
ら
に
、
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
家
庭
の

こ
と
は
主
に
女
性
が
担
う
と
す
る
「
性
別
役
割

分
業
意
識
」
も
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭

責
任
か
ら
男
性
は
免
れ
て
も
女
性
に
は
重
く
の

し
か
か
り
、
立
候
補
を
思
い
と
ど
ま
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
政
治
は
男
性
の
仕
事
」
と
す
る
考

え
も
根
強
く
あ
り
ま
す
。
女
性
議
員
に
立
候
補

を
阻
む
要
因
を
尋
ね
た
調
査
で
は
、「
育
児
や

介
護
と
の
両
立
」「
家
族
の
支
援
が
得
ら
れ
な

い
」
に
次
い
で
、「
世
間
の
女
性
役
割
に
対
す

る
目
は
厳
し
く
、
有
権
者
か
ら
の
支
持
が
得
ら

れ
に
く
い
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
は
政
党
か
ら
の
公
認
や
支
援

が
得
ら
れ
に
く
い
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。
選
挙
で
は
、
勝
て
る
候
補
＝
当
選
回
数

の
多
い
人
を
優
先
す
る
た
め
、
現
状
で
は
「
男

性
優
位
の
選
出
」
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

女
性
の
政
治
参
画
を
進
め
る
に
は
、
前
述
の

要
因
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

女性の政治参画は世界では当たり前
女性議員を増やす具体的なアクション
が必要です

上智大学法学部教授
三浦 まり

女
性
の
政
治
参
画
を

進
め
る
に
は

　
女
性
の
政
治
参
画
に
向
け
て
ど
ん
な
行
動
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世界では、民主主義や人権の観点から女性議員を増やし、経済や少子化の改
善策につなげてきました。２０１５年現在、下院の女性議員比率が３０％以上の国は
４５ヵ国にのぼります。男女がともに政治の意思決定の場に参画することは、今
や民主主義国家の常識と言えます。
衆議院の女性議員比率が９．５％（※）で、１９１ヵ国中１５6位という不名誉な事

実は、選挙制度を変えることによって確実に改善できます。
７０年前に女性の参政権が実現した戦後初の総選挙では大選挙区・制限連記制
（一人が ２〜 ３票持つ）によって３９人の女性代議士が誕生、比率は８．３％でし
た。７０年経って１．２％しか上昇していないのは、１９４８年からは中選挙区、１９９６
年からは現在の小選挙区比例代表並立制の下で選挙が行われていることが一因
です。
世界的には性別割当制（クオータ）が１２０ヵ国以上で実施されたことにより、
女性議員が増えています。比例代表では男女または女男の交互名簿とすること
も珍しくありません。日本でも政党がその気になれば男女交互名簿を作成する
ことは可能ですが、重複立候補（小選挙区の候補者が比例代表でも候補となる
こと）が認められ、重複候補に限り同一順位で名簿に登載できることから、政
党が候補者に順位をつける拘束名簿が事実上空洞化しています。ここを変えて
いくことが、日本の場合は有効な手法となります。
まずは「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律案」を成立させ、
政党のコミットメントを引き出すことが重要です。この法律は候補者擁立の際
に男女同数あるいは性別均等を目指す理念法で、全政党の合意形成に向けて現
在調整中です。女性参政権７０周年を機に、各政党の責任として主体的に女性議
員を増やす具体的なアクションにつながることを期待したいと思います。

※２０１６年１月現在の列国議会同盟（ＩＰＵ）のデータ
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①
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
発
言
す
る

政
治
は
自
分
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
も
の
で

す
。
政
治
や
政
策
が
自
分
の
暮
ら
し
と
ず
れ
て

い
る
、
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
女
性
も
積

極
的
に
発
言
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
言
動
が
女

性
議
員
を
押
し
出
す
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

②
性
別
役
割
分
業
意
識
を
変
え
て
い
く

一
番
の
壁
と
な
る
性
別
役
割
分
業
意
識
は
、

男
女
が
共
に
家
庭
や
職
場
、
地
域
の
様
々
な
場

面
で
か
か
わ
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
女
性
も
地
域
の
役
職
に
就
く

女
性
も
参
画
す
る
の
が
当
た
り
前
と
い
う
土

壌
を
作
っ
て
い
く
う
え
で
も
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
職
を
積
極
的
に
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
。

④
身
近
な
政
治
教
育

選
挙
権
が
１８
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

旧
来
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
若
い
世
代
が

政
治
を
変
え
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
校

や
家
庭
で
も
政
治
に
つ
い
て
積
極
的
に
話
し
合

う
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
な

ど
、
多
く
の
人
と
情
報
や
意
見
を
交
換
し
あ
い
、

世
論
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（
主
体
的

に
情
報
を
読
み
解
き
、
活
用
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
す
る
力
）
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

＊　
　

＊　
　

＊

女
性
参
政
権
は
、
市
川
房
枝
を
は
じ
め
多
く

の
女
性
た
ち
の
勇
気
あ
る
行
動
と
粘
り
強
い
活

動
に
よ
っ
て
渡
さ
れ
た
男
女
平
等
へ
の
「
バ
ト

ン
」
で
す
。
こ
の
「
バ
ト
ン
」
を
次
の
世
代
に

渡
し
、
よ
り
良
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、

今
の
私
た
ち
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

組織化に慣れている男性を巻き込んで
女性を政策決定の場に送り出そう！

親たちが暮らしを考え
政治について対話する場を開いています

ＫＵＲＡＳＯＵ．代表
新宿区外部評価委員

藤岡 聡子

NPO法人ファザー
リング・ジャパン
代表理事

安藤 哲也

女性議員が飛躍的に増え
た国で取り入れているのが、
議席や候補者の一定割合を、
女性もしくは男女どちらか
に割り当てる「クオータ
制」です。
世界で一番女性議員に多
い国ルワンダは、憲法で国
会の議席の３０％以上を女性
に割り当てるとしています。
まさにクオータ制を入れて、
女性の力で内戦から復興し
た国といえるでしょう。さ
まざまな分野に女性を積極
的に登用するのはもちろん、
女性議員と草の根活動が交
流するなど、女性が一丸と
なっています。女性の地位
が高くないアフリカ社会に
おいて、相続権を女性にも
認める法律を成立させたり、
女性の起業のための特別ロ
ーンや女性向け基金などの
支援・啓発活動も行ってお
り、女性活用の上では「先
進国」となっています。

親となった ４年前、仕事一辺倒だった生活から子と過ごす生
活へと変わりみえてきたのは、遊び場や保育の環境、エネルギ
ーや防災などありとあらゆる場面において、暮らしが政治の上
に成り立っていることでした。
仲間とともに「政治を敬遠せず、自分たちの暮らし方を考え
る、と捉えよう」と呼びかけ、親が政治との関わりについて対
話する場を主宰し、のべ２００名以上の親と学び続けています。
またウィズ新宿編集委員を経て、新宿区外部評価委員として多
世代の委員と共に行政の評価について意見を交換しています。
今よりも良い社会を残すためには、まずは半径 ３メートルの
小さなことから問い直し、人と話し、行動することから始まる
のではないでしょうか。

女性のみならず、男性の生きづらさが改善されない一番の
要因は、政策決定の場に男性が集中して女性が少ないことに
あると思います。
育児も仕事も人生も、笑って楽しめる父親を増やしたいと、
ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパンを立ち上げました。今、
男性の育休など部下のワーク・ライフ・バランスに配慮する
イクボスの普及にも力を入れていますが、生活者の視点を持
つ代表の女性議員が増えればあきらかに進むと思います。
それには、自分たちの暮らしを良くしようと活動する女性
リーダーを、組織化に慣れている男性を巻き込んで政治の場
へ送り出すことです。ぼくは子育てを通して、男女が補完し
合うことの大切さに気付かされました。社会の色々な分野に
も場面にも通じることです。
社会構造が大きく変わり、政策決定の場に女性が不可欠な
のはあきらかです。男女で力を出し合い、女性の参画を応援
していこうではないですか。

世界で一番
女性議員の
多い国

ルワンダ
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「たった １票で何が変
わる？」本書は、自分の
暮らしと政治や選挙のつ
ながりを示し、この疑問
に明確に答えてくれま
す。寄稿者の一人である
上野千鶴子さんは、この
つながりを、「民主主義

は（生活を作る）道具だ」と述べていま
す。この「道具」を使わなければ、自ら自
分の生活を作る権利を放棄することになる
のだと。民主主義の持つ力や本質について
深く考えさせてくれます。

お茶の水女子大学で
おこなった集中講義
を、教室の雰囲気その
ままにまとめた一冊。
世界を変えた女性たち
の偉人伝を、やわらか
な語り口で親しみやす
く説明しています。講

義終了後、学生たちと熱くディスカッショ
ンするさまはさながら池上流白熱教室。女
性にとってよい社会をつくるために、何が
できるか、その糸口を探る。あなたにも、
世界を変える資質が眠っているかも。

ＤＶ加害男性の声を
聞くことができる本に
初めて出会いました。
著者が代表を務める団
体では、加害者向けプ
ログラムを実施してい
ます。ＤＶの視点の多
くは被害者の支援に向

けられてきました。加害者の更生に重きを
置くこの本は、踏み込んだ見解を示唆。当
事者でなくともＤＶの知識を持ち、理解す
ることが必要です。ＤＶ理解への足掛かり
として、ぜひ読んでおきたい一冊です。

岩波新書編集部／岩波新書池上彰／文藝春秋 山口のり子／梨の木舎

『１８歳からの民主主義』『世界を変えた１０人の女性』
『愛を言い訳にする人たち
� ＤＶ加害男性７００人の告白』

高
齢
者
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
家
族

の
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
る
人
は
年

々
増
え
て
い
ま
す
。
総
務
省
「
就
業
構
造

基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
家
族
の
介
護
や

看
護
を
理
由
と
し
た
介
護
離
職
者
（
転
職

を
含
む
）
は
１
年
間
で
１
０
１
，１
０
０

人
で
、
１０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

可
能
な
ら
仕
事
を
続
け
た
か
っ
た

介
護
離
職
が
増
え
て
い
る
要
因
の
一
つ

に
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
難
し
さ
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
離
職
の
理
由
を
聞
い
た
調

査
で
は
、「
仕
事
と
手
助
け
・
介
護
の
両

立
が
難
し
い
職
場
だ
っ
た
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
自
分
の
心
身
の
健
康
状
態
が
悪

化
し
た
た
め
」
で
し
た
。

一
方
、
離
職
時
の
職
業
継
続
の
意
向
を

聞
い
た
調
査
で
は
、
半
数
以
上
が
「
継
続

し
た
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、
や
む

な
く
離
職
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
離
職
後
の
負
担
を
見
る
と
、

精
神
面
・
肉
体
面
・
経
済
面
の
い
ず
れ
も

負
担
が
減
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
負
担

が
増
し
た
と
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

高
ま
る
男
性
の
介
護
ニ
ー
ズ

も
う
一
つ
、
男
性
の
離
職
者
が
増
え
て

い
る
点
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
介
護
離
職
者

１０
万
人
の
う
ち
約
２
万
人
が
男
性
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
介
護
は
主
に
女
性
が
担
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
共
働
き
世
帯
の
増

加
に
加
え
て
、
き
ょ
う
だ
い
の
減
少
、
家

庭
内
の
役
割
分
担
意
識
の
変
化
な
ど
か
ら

男
性
も
介
護
に
携
わ
る
必
要
性
が
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
と
く
に
単
身
者
は
仕
事
と

介
護
を
一
手
に
担
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
い
ま
や
介
護
は
男
性
に
と
っ
て
も
身

近
な
問
題
で
あ
り
、
男
女
共
通
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
と
介
護
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境

仕
事
と
介
護
の
両
立
が
困
難
な
背
景
に

は
、
長
時
間
労
働
に
加
え
、
短
時
間
勤
務

な
ど
両
立
の
た
め
の
制
度
が
整
っ
て
い
な

い
、
上
司
や
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

な
ど
の
不
十
分
な
職
場
環
境
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２２
年
に
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が

施
行
さ
れ
、
介
護
の
た
め
の
短
期
の
休
暇

制
度
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
取
得

率
は
低
く
女
性
で
２
・
９
％
、
男
性
で
３

・
５
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
介
護
休
業

制
度
の
整
備
や
周
知
の
ほ
か
、
労
働
時
間

の
短
縮
な
ど
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
れ
ば
、

仕
事
を
続
け
ら
れ
た
者
が
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

勤
務
先
で
の
理
解
が
得
ら
れ
、
介
護
休
業

等
の
制
度
が
利
用
し
や
す
い
職
場
環
境
が

整
え
ば
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
し
や
す
く

な
る
の
で
す
。

介
護
は
育
児
と
違
い
先
が
見
え
ま
せ
ん
。

継
続
に
は
経
済
的
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

介
護
後
の
人
生
を
視
野
に
入
れ
た
経
済
的

基
盤
は
と
て
も
大
切
で
、
仕
事
が
家
族
の

暮
ら
し
を
支
え
、
介
護
も
支
え
ま
す
。

国
は
２
０
２
０
年
の
初
め
ま
で
に
「
介

護
離
職
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
べ
く
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
介
護
休
業
制
度
へ
の
社

会
的
な
理
解
や
企
業
側
の
制
度
づ
く
り
、

働
く
私
た
ち
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
な
ど

が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
ま
す
。

「約１０万人」
１年間で介護・看護を理由
に離職・転職した人

本 の 紹 介 

介護・看護を理由に離職・転職した人数

新宿区の男性の育児・介護サポート企業応援制度
1回 30万円を上限に区内中小企業へ奨励金を支給します

https://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/file12_00011.html
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世界の仕事・家庭・生き方
―
日
本
に
来
た
き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
校
時
代
、
日
本
の
歴
史
に
関
す
る
本
を
読
ん
で
か

ら
、
日
本
を
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
パ

ー
ト
ナ
ー
と
は
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
出
会
い
ま
し
た
。
か
ね
て
か
ら
日
本
人
女
性
に
対
し

て
思
い
や
り
が
あ
る
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
人
女
性
と
の
結
婚
は
私
の
夢
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

―
西
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
共
和
国
は
大
自
然
が
魅
力
で

す
ね
。
他
方
、
首
都
の
ア
ク
ラ
は
経
済
・
産
業
の
中
心

地
で
人
口
も
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
女
性
は
ど
ん
な
仕
事

に
就
く
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

都
市
部
と
農
村
部
で
多
少
事
情
が
違
い
ま
す
。
都
市

部
で
は
商
売
に
関
わ
る
人
が
多
く
、
会
社
員
や
教
師
、

看
護
師
に
な
る
人
も
い
ま
す
。
農
村
部
で
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
農
業
に
関
わ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
女
性

も
男
性
も
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い
ま
す
。

―
ガ
ー
ナ
人
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。

ガ
ー
ナ
で
は
「
結
婚
し
て
一
人
前
」
と
の
価
値
観
が

あ
り
ま
す
。
女
性
は
出
産
後
４
ヵ
月
間
、
仕
事
を
休
み

ま
す
が
、
日
本
の
よ
う
に
結
婚
・
出
産
を
理
由
に
仕
事

を
辞
め
る
女
性
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
結
婚
し
て
仕

事
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ー
ナ
は
今
、

男
女
が
隔
て
な
く
活
躍
す
る
社
会
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
ね
。

―
日
本
の
男
性
は
長
時
間
働
き
ま
す
が
、
ガ
ー
ナ
で
は

残
業
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

会
社
員
は
残
業
を
し
ま
せ
ん
。
ガ
ー
ナ
の
人
は
長
時

間
働
く
こ
と
を
あ
ま
り
好
ま
な
い
の
で
す
。
そ
の
分
、

家
族
と
の
時
間
を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
男
性
は
朝
早
く
会
社
に
行
っ
て
夜
遅
く
に
帰
っ
て
き

ま
す
が
、
ガ
ー
ナ
で
は
そ
う
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

―
家
庭
内
で
の
男
女
の
役
割
分
担
は
あ
り
ま
す
か
。

伝
統
的
な
女
性
の
役
割
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

特
に
農
村
部
で
は
そ
う
し
た
傾
向
が
強
い
で
す
。
台
所

に
男
性
は
入
り
ま
せ
ん
。作
物
を
植
え
る
の
は
女
性
、そ

れ
を
管
理
す
る
の
は
男
性
で
す
。
私
た
ち
夫
婦
に
限
っ

て
言
え
ば
、家
事
は
分
担
で
す
。お
互
い
働
い
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
当
然
の
こ
と
で
す
。
料
理
も
し
ま
す
よ
。

―
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
あ
り
方
は
サ
イ
ー
ド
さ
ん
の

目
に
は
ど
う
映
り
ま
す
か
。

日
本
の
女
性
は
大
変
で
す
ね
。
男
性
は
朝
か
ら
晩
ま

で
仕
事
。
そ
の
間
、
女
性
は
家
事
・
仕
事
・
子
育
て
を

一
手
に
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。
ガ
ー

ナ
で
は
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
る
意
識
が
強
い
の
で
、

兄
弟
姉
妹
や
祖
父
母
は
子
育
て
に
協
力
的
で
す
。
近
所

の
人
も
、
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
接
し
ま
す
。

み
ん
な
、
大
き
な
意
味
で
の
“
家
族
”
で
す
か
ら
。

―
今
後
の
人
生
の
目
標
や
夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を
ガ
ー
ナ
に
広

め
た
い
で
す
。
日
本
に
は
“
も
っ
た
い
な
い
精
神
”
が

根
付
い
て
い
ま
す
ね
。
自
然
や
物
に
敬
意
を
払
う
考
え

方
は
、
今
後
ガ
ー
ナ
が
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
カ
カ
オ
豆
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ガ
ー
ナ

は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
赤
道
よ
り
や
や
北
に
位
置

す
る
共
和
制
国
家
で
す
。
近
年
、
油
田
開
発
で

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
男
女
格
差
を
測
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
（
２
０
１
５
年
）
は
、
１
４
５
ヵ
国
中
６３

位
で
、
日
本
の
１
０
１
位
よ
り
上
で
、
特
に
経

済
活
動
の
参
加
と
機
会
が
１３
位
で
取
組
み
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
都
市
と
地
方
、
豊
か
な
南
部
と

気
候
条
件
の
厳
し
い
北
部
と
い
う
地
域
格
差
や
、

都
市
労
働
者
と
農
民
と
の
職
種
別
格
差
が
広
が

っ
て
お
り
、
ガ
ー
ナ
政
府
の
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
で
の
決
定
権
は
男
性
が
主
で
す
が
、

女
性
が
働
き
に
出
る
な
ど
、
家
計
へ
の
貢
献
が

増
す
に
つ
れ
世
帯
内
で
の
立
場
が
強
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

国
が
変
わ
れ
ば
事
情
も
変
わ
る
。

日
本
人
女
性
と
結
婚
し
て
日
本
に
住

む
こ
と
１４
年
。
ガ
ー
ナ
共
和
国
出
身

の
サ
イ
ー
ド
・
ア
ハ
メ
ッ
ド
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

男女平等事情

首都アクラの風景
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年
齢
、
性
別
に
関
係
な
く
、
多
く
の
人
が
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
難
し
い
。
で
も
、

逃
げ
ら
れ
な
い
も
の
」
と
、
感
じ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
ら
い
い
。

参
加
者
全
員
が
そ
ん
な
期
待
を
持
ち
な
が
ら
、

６
月
25
日
（
土
）「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア

ッ
プ
講
座
～
一
歩
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

～
」
の
第
１
回
基
礎
編
が
始
ま
り
ま
し
た
。

敏
感
に
な
ら
ず
、会
話
を
楽
し
も
う
！

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
長
年
の

経
験
を
お
持
ち
の
講
師　

竹
内
康
代
さ
ん
は
、
開

口
一
番
、「
黙
っ
て
も
い
い
」「
避
け
て
も
い
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

確
か
に
、
最
近
“
空
気
を
読
む
”“
心
を
読
む
”

と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
誰
に

で
も
元
気
に
あ
い
さ
つ

し
な
く
て
は
。
自
分
が

良
い
人
で
な
け
れ
ば
。

そ
ん
な
ふ
う
に
、
い
つ

も
自
分
に
無
理
を
さ
せ

て
い
る
と
、
か
え
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
き
つ
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
極
端
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
黙
る
こ
と

も
避
け
る
こ
と
も
自
分
の
意
志
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
変
え
た
こ
と
に
な
り
、

あ
え
て
選
択
し
た
と
自
分
を
認
め
て
い
い
の
だ
と

竹
内
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

ま
た
、
相
手
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
好
き
だ
、
嫌

い
だ
、
あ
の
人
は
意
地
悪
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま

う
の
で
は
な
く
、『
解
釈
を
変
え
て
み
る
』
こ
と

も
大
切
で
す
。
た
と
え
ば
、
嫌
味
を
言
わ
れ
た
ら
、

今
日
は
機
嫌
が
よ
く
な
い
の
か
も
。
意
地
悪
な
人

は
損
な
人
。
こ
ん
な
ふ
う
に
変
え
て
み
る
こ
と
で
、

感
情
的
に
と
ら
え
ず
に
す
み
ま
す
。

そ
の
他
、
話
を
す
る
目
的
に
集
中
す
る
。
自
分

の
考
え
方
の
癖
も
あ
る
の
で
、
周
り
に
も
相
談
し

て
独
り
よ
が
り
に
な
ら
ず
、
味
方
を
増
や
す
な
ど

『
自
分
の
考
え
や
解
釈
を
変
え
る
』
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
と
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ス
ト
で
分
か
る“
あ
な
た
と
私
の
違
い
”

こ
の
講
座
の
１
回
目
と
２
回
目
の
後
半
に
性
格

診
断
テ
ス
ト
が
あ
り
、
１
回
目
は
、
エ
ゴ
グ
ラ
ム

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ
が
分
か

る
テ
ス
ト
で
し
た
。
結
果
を
共
有
す
る
シ
ェ
ア
タ

イ
ム
で
は
、
参
加
者
同
士
の
比
較
や
苦
手
な
タ
イ

プ
の
話
で
、
大
盛
り
上
が
り
！
参
加
者
全
員
が
、

心
地
よ
い
と
感
じ
る
こ
と
や
物
事
の
と
ら
え
方
は

千
差
万
別
、
人
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
を
実
感
で
き

ま
し
た
。

な
お
、
第
２
回
実
践
編
「
人
と
の
関
わ
り
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
で
は
、
Ｏ
Ｋ
グ
ラ
ム
と
い
う
テ

ス
ト
を
使
っ
て
自
己
信
頼
に
つ
い
て
学
び
、
第
３

回
の
表
現
編
「
右
脳
ア
ー
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
ア
ッ
プ
」
で
は
、
オ
イ
ル
パ
ス
テ
ル
を
使

っ
て
五
感
を
フ
ル
活
用
し
て
表
現
す
る
右
脳
ア
ー

ト
を
作
成
。
自
由
に
自
分
を
表
現
す
る
楽
し
さ
を

体
感
し
ま
し
た
。

次
は
、大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ

最
後
に
、
竹
内
さ
ん
か
ら
「
自
分
ら
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
更
に
進
ん
だ
『
大
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
と
は
、
自
分
と
他
者
の
違

い
を
認
め
、
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
。
人
は

変
え
ら
れ
な
い
が
、
自
分
の
考
え
方
や
と
ら
え
方

は
変
え
ら
れ
ま
す
。
気
付
い
た
人
か
ら
変
わ
る
ほ

う
が
早
い
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
い

も
の
に
な
り
ま
す
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
と
他
者
の
違
い
を
認
め
、
尊
重
し
、
協
力

し
合
う
『
大
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』。

性
別
や
考
え
方
の
違
い
を
認
め
合
っ
て
社
会
を

作
っ
て
い
く
男
女
共
同
参
画
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
で
す
。
講
座
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
男
女
共
同
参
画

社
会
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
で
も
進
め
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

講 座 レ ポ ー ト

●
若
者
応
援
講
座

「�
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

ア
ッ
プ
講
座
～
一
歩
前
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
～
」（
全
３
回
）

（�

２
級
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

技
能
士
、
臨
床
美
術
士
）

講
師
・
竹
内 
康
代
氏

男
女
共
同
参
画
講
座
（
協
働
）

「
祖
父
母
塾
　
入
門
編
」

～
何
が
変
わ
っ
た
？
変
わ
ら
な
い
？

　
　
　
イ
マ
ド
キ
の
子
育
て
事
情
と
社
会
～

平
成
２８
年
１２
月
１
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午
（
無
料
）

講
師
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ぼ
う
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あ
き
こ
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

孫
育
て
・
ニ
ッ
ポ
ン
理
事
長
）

自
主
企
画
講
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「
コ
ー
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ミ
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ケ
ー
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土
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～
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時
（
無
料
）

講
師
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小
澤　
珠
美
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（
一
般
社
団
法
人
日

本
青
少
年
育
成
協
会
認
定
準
上
級
教

育
コ
ー
チ
・
Ｐ
Ｍ
級
ト
レ
ー
ナ
ー
）

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
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推
進
セ
ミ
ナ
ー

「
パ
パ
と
マ
マ
に
な
っ
て
か
ら
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キ
ャ
リ
ア
論
」
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成
２９
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１
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午
後
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～
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（
無
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講
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山
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育
休
後
コ
ン
サ
ル
タ
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新
宿
区
立
産
業
会
館（
Ｂ
Ｉ
Ｚ
新
宿
）西
新
宿
６
―

8
―
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申
し
込
み
等
の
詳
細
は
、
そ
れ
ぞ
れ
広
報
し

ん
じ
ゅ
く
や
、
区
施
設
に
掲
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
実
施
場
所
は
ど
ち
ら
も
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー（
ウ
ィ
ズ
新
宿
）３
階
会
議
室

こ
れ
か
ら
の
講
座
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【日　時】１１月１９日（土）
　　　　　午後 １時～４ 時４５分（午後 ０時３０分開場）
【会　場】新宿文化センター（新宿 ６―１４― １ ）
【問合せ】男女共同参画課（荒木町１６、男女共同参画推進センター）
　　　　　☎０３（３３４１）０８０１　ＦＡＸ０３（３３４１）０７４０
【主な内容】◀大ホール
　・第 １部　スペシャルゲストステージ
　　　　　　�区立落合第一小出身で、リオデジ

ャネイロオリンピックに出場し、
シンクロナイズドスイミングの
デュエット・チームで銅メダルを
獲得された三井梨紗子さん（ミキ
ハウス）をゲストにお招きしてト
ークショーを行います。

　・第 ２部　新宿にまつわるトークショー
　・第 ３部　パフォーマンスタイム
　　　　　　�区内で活動する団体やアイドル

によるステージをお届けします。

◀３ 階小ホール
　よしもと新宿亭
　　上方落語家と漫才師他による本格寄席◀４ 階会議室
　○�「お金のセンスを磨くライフ＆マネー講座」（日本ファイナンシャル・

プランナーズ協会）
　　第 １部　「３０歳から始めるラクラク貯蓄術」
　　第 ２部　「知って差がつくお金のふやし方」
　○�「ビジネスシーンで輝くためのワンポイントアドバイス」（新宿区文化

観光産業部消費生活就労支援課）
　　第 １部　�「相手の心に響く、メッセージの伝え方」
　　第 ２部　「あなたに似合うパーソナルカラーを知ろう」
　○競技かるた　実演と解説◀１ 階・ ２ 階ロビー・大ホールホワイエ
　○しんじゅく若者メッセ
　　�行政情報ブースコーナー、区内で活動するＮＰＯ法人、企業、早稲田美

容専門学校生によるハンドマッサージ等のブースのほか、新宿区と縁の
ある自治体も出展します。新宿ＣＳＲネットワークによるトークセッシ
ョンやスターバックスコーヒー提供のカフェコーナーも開催します。

　若者のつどいは、２０歳代から３０歳代を中心に、出会い、
交流しながら、夢と希望をもって未来を切り開く力を持
てるよう、若者を応援し、元気を引き出すイベントです。
　 ６回目の開催となる今回は新宿の魅力を詰め込んだ企
画が目白押し。ご家族・友人等お誘い合わせの上、ぜひ
ご来場ください。～ＷＡになろう新宿～

若者のつどい
２０１６

三井梨紗子さん

【日時】
　１１月１３日（日）午前１０時～午後 ３時まで（雨天時は内容を一部変更）
【会場】
　�新宿ここ・から広場（子ども総合センター、しごと棟、マザアス新宿、多目的運動広場等）
【主な内容】
●多目的運動広場
　・�ふれあい動物園（ウシ、ウサギ、ヤギ、アヒル等の動物たちと遊べるコーナー）
　・�親子で楽しむディズニー＆ジャズ（奈美バンド）
　・�ここ・から広場にキャラクター集合
　　�（あつまるくん、シルバーくん、ふらっとくん
等、癒し系キャラクターが勢揃い！）

　・盛りだくさんのアトラクション
●子ども総合センター・しごと棟・マザアス新宿
　・中高生によるバンド演奏
　・お話の世界（乳幼児向け）
　・ダンスパフォーマンス
　・介護用品の展示・販売
　・お茶処
　・ ３Ｄプリンターのデモンストレーション
　�その他、屋台広場（焼きそば、ポップコーン等）、施設探検スタンプラリー、ゲームコ
ーナー、体験コーナー等もあります。

【問合せ】子ども総合センター管理調整係　☎０３（３２３２）０６７３

都営大江戸線・東京メトロ副都心線
　東新宿駅から徒歩７分
都営大江戸線
　若松河田駅から徒歩10分
ＪＲ山手線
　新大久保駅から徒歩16分
都営バス
　新宿ここ・から広場前停留所から徒歩１分
　宿74　�新宿駅西口ー東京女子医大
　橋63　�小滝橋車庫ー新橋駅（大久保駅前・新大久保駅前経由）

　飯62　�小滝橋車庫ー都営飯田橋駅（大久保駅前・新大久保駅前経由）

交　通

第６回

を開催します
ここ・からまつり ♪みんな集まれ、

つながる笑顔

年々地域に定着してきたここ・からまつりの季節です。毎年恒例の企
画もあれば、新たな取組みもあり、多種多様です。施設をよく利用され
ている方、毎年ここ・からまつりを楽しみにしてくださっている方はも
ちろん、初めての方も、きっと楽しんでいただけます。
是非、お気軽にお立ち寄りください。お待ちしています！

奈美バンド
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　特集「女性の政治参画７０年」はいかがでしたでしょうか。
参政権を持つことが当たり前でなかった時代のこと、そして
今の政治と私たちの暮らしについて編集委員とともに意見を
交わし、考えました。どうぞご感想をお聞かせください。

編 集 後 記

１２5号の編集を終えて

「文章の書き方を学びたい」そんな動機で編集委員に参
加しました。初の女性東京都知事が誕生するなど身近な出
来事として女性の政治参画を捉えるいい機会となりました。
女性参政権から７０年、多くの女性の努力を学ぶと同時にま
だまだ問題があることも実感しました。仕事に家事に介護
に育児にとマルチにこなせる“女性”だからこそ、政治を
含め幅広く活躍できる社会の実現にむけて今回の経験をい
かしたいと思います。� （木瀬 祐子）

特集のテーマ「女性の政治参画７０年」が決まった当初は
時事ネタという程度の感覚でした。しかし、編集会議と同
時進行で、前都知事の辞任、２１名の多数の立候補者が出た
都知事選、初の女性都知事の誕生があって、調べて書くだ
けでなく、深くリアルに「投票」の重みを考えることがで
きました。「婦人参政権が平等で平和な社会を築く手がか
り“鍵”である」という市川房枝さんの想いを次につなげて
いきたいと思います。� （木村 桂子）

日本で女性が参政権を得てから７０年、当時を知る人は高
齢となり、私たちには遠い過去となりつつあります。今回
の特集の編集に参加して、私が変わったのは、次の選挙の
ときにはきっとこの特集のことを思い出すだろうというこ
とです。選挙は、選挙ポスターに印刷された立候補者のも
のだけではない、過去から現在までの、たくさんの人々の
権利なんだと感じるようになったのは、歴史に触れられた
からだと思います。� （坂下 恭代）

黙っていては変わらない。今、踏み出す一歩が大きな波
をつくる。そうして、婦人運動家たちは社会を変えました。
それぞれの生活を背負って社会と対峙した彼女たちはその
体温を感じるくらい、近い存在です。いち女性、いち母親
としてできることは必ずあると知りました。“踏み出す”の
が案外たやすいことも。参画とは計画意思決定に加わるこ
と。今後は、参政権の重みをずっしりこの手に感じながら、
投票所へ向かいます。� （坂本 萌）

　 ８月 ２日、「第 ７期　新宿区男女共同参画推進会議」の第 １回会
議が行われ、区長による委嘱ののち、委員長に村田晶子氏、副委員
長に井上匡子氏を選出しました。
　委員の皆さんはこれから ２年間にわたり、「第三次男女共同参画
推進計画（平成３０年度～）の策定」等の区の男女共同参画施策につ
いて意見交換等をしていきます。

学識経験者 井上　匡子
公募区民 狩野　さやか
学識経験者 木谷　宏
地域団体 國谷　寛司
公募区民 杉本　恵
事業者 砂子　弘樹
地域団体 田邉　一枝
地域団体 服部　珠美

学　校 東　　孝夫
事業者 藤沢　薫
地域団体 前田　昇
学識経験者 村田　晶子
学　校 持田　裕代
公募区民 渡辺　修
地域団体 渡辺　久枝

第７期 新宿区男女共同参画推進会議委員

「新宿区男女共同参画推進会議」
第７期がスタートしました

表紙写真
昭和３４年 ４ 月３０日執行新宿区区議
会議員選挙「選挙の記録」（中
央）・中学校生徒会選挙の様子
（左上）・新宿区議会の本会議場
　平成２８年 ９ 月（右下）　

日時：平成２９年 ２ 月１８日（土）
　　　午後 １時３０分～４ 時
会場：四谷区民ホール
内容：�ワーク・ライフ・バランス推

進優良企業表彰式
　　　講演　ほか

平成２8年度

１１月は児童虐待防止推進月間
「さしのべて　あなたのその手　いちはやく」
� （平成２８年度「児童虐待防止推進月間」標語）
　虐待には、身体的虐待・性的虐待・ネグレクト（養育放棄）・心
理的虐待の ４つがあります。子どもに配偶者暴力を見せることも心
理的虐待です。
　区内で起きた子どもの虐待の最初の通告・相談窓口は、子ども総
合センターです。「心配かな？」と思ったらお知らせください。

◎オレンジリボン運動
　「子どもの虐待防止」のシンボルとして、オレンジ色の
リボンを広める市民運動です。

【通告・相談窓口】子ども総合センター　☎０３（３２３２）０６７５
児童相談所全国共通 ３桁ダイヤル（２４時間受付）☎１８９（いちはやく）

１１月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間
　暴力は身体的な暴力に限りません。相手のことを自分の思いどお
りに支配することが暴力です。
　一人ひとりが暴力について正しく理解し、「お互いを尊重しあう
意識」と「暴力は許さないという意識」を持つことが大切です。一
人で悩まずに相談窓口にご相談ください。

◎パープルリボン運動
　女性に対する暴力根絶を訴える啓発活動の象徴です。紫
色のリボンであれば、どのような形でもよく、それを身に
付けることで運動への賛同を表明することができます。

【問合せ】男女共同参画課　☎０３（３３４１）０８０１

男女共同参画
フォーラム


